
 

 

 

【韓国】 総合指数は週間で 2.9％高と 4週続伸、1900ポイントを回復 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 2.9％高と大幅に 4 週続伸。15 日は国会議員選挙日で休場のため、4 日間のみの取引だった。13－

16 日は前週末終値をはさんだ一進一退の展開。前週が 7.8％高と急進しただけに、13 日は利益確定売りが重荷となった

が、14日は中国の貿易統計の予想上振れを受けて中国経済の減

速に対する過度な懸念が和らぎ、買い戻しが優勢。休場明けの

16 日は景気の先行き不透明感が再び意識されて小反落した。

17 日は米国の経済活動の再開に対する期待から 3％超の上昇

となり、節目の 1900 ポイントを回復して約 5 週ぶり高値で終

えた。中国の GDPマイナス成長に対する反応は限定的だった。

今週も新型コロナの収束期待が引き続き相場を支えるか。国内

では 22日に PPI、23 日に GDP成長率速報値が発表される。 

 

【ロシア】 RTS指数は 5.5％安と大幅に 4週ぶり反落、今週は神経質な展開か 

先週の動き／今週の展望 

RTS株価指数は週間で 5.5％安と 4週ぶりに大幅反落。「OPECプラス」協議で決めた減産量が予想に届かず、供給過

剰懸念を受けた原油相場の大幅安が嫌気された。ブレント原油相場は 15 日の取引で 9％近く下落し、RTS 指数は 15 日

に 7.6％安と大幅に反落。OPEC 加盟・非加盟の主要産油国に

よる「OPECプラス」は日量 970万バレルの協調減産で合意し

たものの、供給過剰の解消には不十分との見方が根強く、国際

エネルギー機関（IEA）の石油需要の減少予想も原油相場を押

し下げた。指数は週後半に欧米株高を受けて続伸したが、1100

ドルに届かず、年初来の下落率は 30.4％安。個別ではエネルギ

ーのルクオイル、ノバテク、ロスネフチが週間で 8－10％下落

し、重しとなった。今週は原油相場をにらんだ神経質な展開か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は 8.0％高と大幅続伸、今週も感染鈍化への期待が支援

か 

先週の動き／今週の展望 

VN指数は週間で 4.2％高と大幅に 3週続伸。新型コロナウイルス感染拡大のピークアウトによる経済活動再開への期

待を背景に米株が堅調に推移し、ベトナム市場でも楽観的な見方が広がった。前週に 8.0％高と大幅に続伸した VN指数

は週明け 13日も 1.0％高と上昇。新型コロナウイルスの感染者

数の増加ペースが欧州や米国で鈍化し、感染拡大のピークアウ

ト期待がベトナム株の支援となった。VN 指数は週明け 13 日

から 5日続伸。17日には 789.60ポイントで引け、3月 11日以

来の水準を回復した。個別では飲料のサイゴンビール・アルコ

ール飲料、空運のベトナム航空、小売りのモバイル・ワールド・

インベストメントが軒並み2桁％高となり、指数を押し上げた。

米国などでの経済活動の再開期待が引き続き支援となるか。 
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【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 0.3％

安、中央銀行が預金準備率を引き下げ 

ジャカルタ総合指数は週間で 0.3％安と 4 週ぶりに反落。週

末に反発したが補えなかった。13日は金融株の一角が売られて

反落したが、14日は中央銀行が金融機関の預金準備率を引き下

げたことが好感され、指数は終値で前日比 1.8％高と反発。た

だ、勢いは続かず、15 日に前日比 1.7％下落すると、16日は米

商務省が前日に発表した 3月の小売売上高（季節調整済み）が

前月比 8.7％減と大幅に縮小した影響で売られ、指数は 3.1％安

と続落した。17日はトランプ米大統領が経済活動再開の指針を

発表した効果で 3.4％高と反発している。今週は国内の重要イ

ベントが少なく、外部要因に左右される展開になりそうだ。 
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【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

1.7％高、3月の非石油地場輸出は前年同月比 17.6％増 

ストレーツタイムズ指数は週間で 1.7％高と続伸。おおむね

堅調な値動きだった。週初の 13日は小幅に反落したが、14日

は金融株が買われて前日比 2.6％高と反発し、約 1 カ月ぶりの

高値を更新。15日は反動で 1.1％下落した一方、16日はジャー

ディン・マセソンなどの大型株が上昇をけん引した。17日は 3

月の非石油地場輸出が非貨幣用金の輸出が急増した効果で前

年同月比 17.6％増加し、指数は小幅に続伸。中国の 1－3 月の

GDPは前年同期比 6.8％減と低迷したが、影響は軽微だった。

今週は 23日に 3月の CPI、24日に鉱工業生産が発表される予

定。新型コロナウイルスの新規感染者数の推移も焦点になる。 

 

【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 0.9％高、今週は

22日に 3月の貿易統計発表 

SET指数は週間で 0.9％高と 3週続伸。週末の反発が指数を

支えた。週初の 13日は前週後半からの勢いを引き継ぎ、3営業

日続伸。14日は中国の 3月の輸出額が市場予想から上振れした

上、米国での新型コロナウイルスの感染拡大がピークに近づい

たとの見方から、同国の経済再開への期待が広がった効果で買

われ、指数は終値で前日比 1.6％上昇した。15－16日は原油価

格が下落した影響でエネルギー株が指数下落を主導したが、17

日はタイ空港公社が上昇をけん引し、前日比 3.3％高と 3 日ぶ

りに反発して引けている。今週は 22 日に 3 月の貿易統計（通

関ベース）が発表される予定で、市場予想を上回れば好材料。 

 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

3.7％高、週末に終値で 1400ポイント回復 

クアラルンプール総合指数は週間で 3.7％高と続伸。じりじ

りと上値を広げ、週末に終値で 1400 ポイントを回復した。週

初の 13日は、2月の鉱工業生産が前年同月比 5.8％増と市場予

想から上振れしたものの効果は薄く、指数は小幅に続落。一方、

14日は金融株が買われて前日比 1.2％高と反発すると、15日は

前日の NY ダウが上昇した流れでさらに 1.2％高と続伸した。

16 日は利益確定売りで 3 日ぶりに反落したが、17 日は米国の

経済活動再開への期待感から消費関連株を中心に買い優勢と

なり、指数は前日比 1.5％高と約 5 週間ぶりの高値を更新して

取引を終えた。今週は 22日に 3月の CPIが発表される予定。 
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